
平成１８年度　三田福祉ホームの管理運営に対する評価について

１　指定管理者

(1)　指定管理者 社会福祉法人　ともかわさき　（川崎市川崎区渡田１－１５－６）

(2)　指定期間 平成１８年４月１日　～　平成２３年３月３１日

(3)　業務の範囲 ・居室その他の設備を利用させる業務他

・管理施設等の維持管理に関する業務

・その他

２　管理運営（事業執行）に対する評価

評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導
(1)　管理業務の実施状況 　

①
施設・設備の維持、管理に
関する業務

　施設・設備の点検等については、専門業者に委
託し確実な施設の管理運営に努めた。

　今後においても安全性に充分配慮
した管理を望む。

②
職員配置及び教育・研修
の状況

　法人職員の全体研修や外部研修など機会を捉
え、参加し資質向上に努める。
【内部研修】新人職員研修（ともかわさき）
　　　　　　　　自閉症の基礎知識（ともかわさき）
【外部研修】障害者自立支援法学習会（地福協）

　研修は職員の資質向上には不可欠
であるので、機会をとらえ今後とも受
講の増加を望む。

③
関係機関等との連携 　更生相談所、福祉事務所、生活支援センター、後

見人などと連携をし、利用者全員のケア会議を実
施している。

　福祉関係機関だけでなく、地域関係
団体とも積極的につながりをもつよ
う、指導していく。

(2)　利用状況
①
利用状況について 【利用者状況】

　計：１０人
（男性５人　女性５人）

　１８年度中については、移動はなし。
　全利用者の職場訪問を実施して仕事の内容を把
握し、職場との連携も図り就労の継続・生活の安定
に努めた。

　利用者の状況把握に努めるためす
べての職場に出向くなど利用者本位
の活動は非常に高く評価できる。今
後も継続することを希望する。

②
行事の実施状況 １１月　１泊旅行

１２月　クリスマス会
２月　節分
などを実施し、ホームでの生活が少しでも楽しめる
ものを目指している。

　個人の活動が広がる傾向はある
が、ホームという特性を活かすために
も、利用者が多く参加できる行事の
開催を増やすよう望む。
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評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導
(3)　収支状況

①　収支状況
収支状況について 　収　入　１７，４５０，６９６円

　　　利用料　　　３，２６２，０５５円
　　　委託料　　１３，６７９，０００円
　　　その他　　　　　５０９，６４１円
　支　出　１６，１８１，３９４円
　　　人件費　　１１，１２７，６２３円
　　　事務費　　　　　７３３，９８０円
　　　事業費　　　４，３１９，７９１円
　差　額　　１，２６９，３０２円

　収入の柱は、支援事業委託収入であり、収入の
約８０％を占めている。支出は、７０％が人件費と
なっている。
　この状況の中でも次年度へ繰越金を残すことがで
きた。

　施設の安定的な運営のためには経
営面、特に財政上の安定が必要であ
る。
　委託料が収入の大部分を占めるた
め、その他の収入を増加させる方策
の実施を望む。

(4)　その他
①　利用者からの意見・

要望等への対応 　要望・意見などは特に出されなかった。 　苦情等は出されなかったが、継続し
て利用者の声を聞く機会は設けてい
くよう望む。

② 個人情報の保護
　ケース記録などの情報は、鍵のかかる保管庫に
て管理し、ホームからFDなど持ち出さないようして
いる。

　個人情報の管理に対する意識は
ホーム全体に認識されるよう継続し
た指導を行っていく。

３　管理運営（事業執行）に対する全体的な評価

　指定管理の初年度ということもあり、手探りでの実施ということもあるが、全利用者の職場へ出向き利用者の状況把握
に努めるなど積極的な姿勢が見られる。今後については、利用者がホームでの生活を楽しめるような行事を増やし利用
者同士の交流の機会や地域との交流の機会の増加を希望する。

４　来年度の管理運営（事業執行）に対する指導事項等

　施設運営には、地域の力が重要であるため、関係機関だけでなく、地域団体等との交流（地域イベントへの参加など）の
機会をこれからは可能な限り作って欲しい。
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